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1．提案の目的
昨今、当社製品の一部において微細な寸法誤差や塗装不均一など、顧客指摘が増加しています。生産ラインの稼働率は高水準を維持しているものの、品質面での安定度に課題が見られます。本提案は、製造工程の精度向上と再発防止体制の強化を目的とし、継続的な品質改善を実現するための方策を示すものです。

2．現状の課題
　(1) 作業手順書の更新が現場レベルで止まり、最新仕様が反映されにくい。
　(2) 検査工程が人依存になっており、熟練者と新人で品質判定にばらつきがある。
　(3) 機械設備の定期点検が記録ベースで管理されておらず、履歴確認が難しい。

3．改善提案の概要
　(1) 作業標準化の再構築：手順書を動画・画像付きで電子化し、全員が同一手順で作業できる体制を整える。
　(2) 自動検査システム導入：画像認識AIを活用し、外観・寸法の自動判定を実施。判断基準を定量化して、人為的誤差を低減。
　(3) 設備点検のデジタル管理：保全記録をクラウド上で一元化し、異常履歴や交換部品履歴を即時確認できる環境を構築。

4．期待される効果
　- 製品不良率の年間5％削減。
　- 品質検査時間の短縮による生産性向上。
　- 顧客からの品質評価向上、信頼度増大。
　- 現場担当者の意識向上と技能継承の円滑化。

5．実施スケジュール（案）
　- 第1フェーズ（～3ヵ月）：手順書の電子化および標準化作業
　- 第2フェーズ（～6ヵ月）：自動検査システムの導入試験
　- 第3フェーズ（～9ヵ月）：本格稼働および保全データ連携開始

6．添付資料
　・「自動検査装置導入コスト試算書」
　・「工程品質分析レポート（2025年度）」品質保証部作成
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